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古代から菊池川の一帯は恵み豊かな大地だったんだ！
u『lllhjT世11週

荒尾市
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̅ ̅ ̅ ̅ 1（、-- 熊本県北部’には､阿蘇ﾀ牌命山尾の岳(1 ,041m)を水源に､菊
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池､山鹿玉名を通って清明海へと注ぐ､延長71 kmの菊池川が

●

l

、

あります｡この菊池川の中流では､菊鹿盆地など広い低地が広
い ち だ い こぐ そ う ぢ た い

がる一大穀倉地帯となﾚﾉ、その中流から下流ではゆるやかな
｜｜流れを利用した水運が盛んにおこなわれていました。
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ひみつ①
こ だ い よ う す

古代の様吾

今から約1300年前、
や ま と せ ぃ けん

大和政権が政治を
行っていたんだ

「大和政権｣は､鞠智城が築かれた7世紀後半、
日本を治めていた中央政府のことです。

当時､政治の中心が｢大和｣(奈良盆地周辺)に
あったことから､名付けられました。

天皇及び皇族を中心とする政治のしくみが
り つ り よ う

つくられ､当時の法律であった｢律令｣に基づい
て政治が行われていました。

灘識 興 臘

大和政権

/隼翁壁懲,スタディ②、
「律令｣とは､中国などで使われた法

律でした。
け い は っ

「律｣は刑罰を定めた法で､｢令｣は政

建や暮らしについて定めた法でしだ｡ノ
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その頃の
た い り く か ん け い

大陸との関係

日本.百済の連合軍VS
と う し ら ぎ

唐･新羅の連合軍
660年に唐･新羅により滅ぼされた百済の貴族たちに

え ん ぐ ん

たのまれて､大和政権は､援軍を朝鮮半島に送りまし
き ん こ う

た｡そして､663年､錦江下流の｢白村江｣で､唐の水軍と
戦いました｡いわゆる｢白村江の戦い｣です。

この戦いは大和政権の敗北に終わり､唐･新羅の日本
し ん こう そ な

への侵攻に備えて､西日本各地に城を築いていきまし
さ き も り と ぶ ひ み す き

た ｡664年には防人､峰を置き､水城を築きました｡665年
お お の き ぃ な が と

には大野 ､基簿 ､長門城を ､ 6 6 7年には大和に高
ぬ き や し ま っ し ま か ね だ

岐に屋嶋城､対馬に金田城を築きました。

その頃、日
仲が良か．

W

旗と百済は
た ん だ

= | W 四 囲 ﾛ ﾉ ﾀ ｴ ﾕ

F
大宰府とは…‘"憾蕊ｽﾀヂｲ③
このころの九州地方は西海道と呼ばれg

し ま

つの国と3つの鴫がありました｡大宰府は、

それら西海道諸国を統括する機関でした。

そこ霊日本を
守るだめに

＝

作ったんだ
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ひみつ②

鞠寳城は、
し ょ く り ょ う ぶ き さ き も り

食糧･武器･防人(兵士)の
補給墓地だった？！
663年の白村江の戦いで敗れた大

和政権は､守りを固めるため西日本

各地に城を築きました。
鞠智城はその中の1つの城で､大

宰府やそれを守るための大野城､基
しよくりょう し

難城に ､兵士や武器 ､食糧を送る支
え ん き ち

援基地だったと考えられています。

鞠智城に関係する記録
国の歴史書に見る鞠智城

一 一 一 一 一 一b
1645

（大化元)年1

6 6 3
（天智2)年

6 6 4
（天智3)年

6 6 5
（天智4)年

6 6 7
（天智6)年

- - -

大化の改新｡翌年(646年)には､｢改新の
詔｣が出され､川のll組みが完成。

「日本書紀息

白村江の戦いで､唐と新羅の連合軍によ
り敗北｡唐･新羅の日本への侵攻が予想
さ れ る こ と と な っ た 。

『日本書紀』

筑紫などに､防人､峰を設 i i fし､水城を
) 年 築 く 。

『日本書紀』

筑紫に大野城

大和に高安城
|_H城を築く。

鍵 蝋 鱗Ⅱ ﾖ ﾄ ﾛ I 翼鍔 扇謹

;城､基撤城､長門に長門城を築く。
『日本書紀』

安城､讃岐に屋嶋城､対馬に金
く。

「日本書紀よ

6 9 8 「 大 宰 府 を して ､ 大 野 ､ 基 黙 ､ 鞠 智 の 三 城

へ旧"‘.……雲…‘"̅̅…｜̅-一-------̅-（文武2)年を繕治めしむ」
※(大和朝廷が)大宰府に､大野､基騨、

『 緯 … ｣
鞠智の3つの城を修理させた。

ごごご二三三両蚕悪罵豆葭焉三三一一'---==三気三顧素二言三三三-

’
’

’
’

武 器 兵 士

鞠智城は､7世紀後半(約1,300年前)に､日本の守り
を固めるために大和政権によって築かれた城です｡そ
の歴史は､当時の国によってつくられた歴史書からた
どることができます。

一 一 一 一 一
一

6 9 9 三 野 ､ 稲 積 城 を 修 繕 す る
（文武3)年 『続日本紀』

｢肥後国申す､菊池城院兵庫の鼓が自ら
鳴る」･｢又鴫」
※菊池城院の兵庫(武器庫)の鼓(つづみ）

がひとりでに鴫った･またI!時った。
（という報告が肥後国からあった）

『文徳天皇実録：

8 7 5 カ ラス の 群 れ が 菊 池 郡 倉 舎 の 葺 草 を か
（貞観17)年 み抜く。

「日本三大実録

I8Zg「肥後国菊池川城境の兵庫の戸が|'|ら鴫（元慶3)年る」
※肥後国の菊池城の兵庫の雌がひとり
でに鴫った。

『日本三大実録
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ひみつ③

防人は
国を守るために
集められた兵士だ
防人は､663年、白村江の

戦 い の 後 、 九 州 を 守 る た め

664年に置かれた兵士です。
に ん む げん そ く

任務は原則として3年間で、

主に､東国(現在の関東地方
や 中 部 地 方 ） か ら 集 め ら れ

じ ま え

ま し た。食料、武器は自前
め ん じ ょ

で ､ 税 も 免 除 さ れ る こ と も
し ょ み ん

な か つ た た め 、 一 般 庶 民 に
ふ た ん

はとても重い負担でした。

人､防人など､さまざまな人が詠んだ歌
4 , 500首以上が収められています｡成
立は759年以降と見られています。

防人の人達は
どんな仕事をしていたの？

け い び

普段､城の警備や戦いの
< ／ し れ ん

訓練を行っていましたが､そ
の合間の武器の手入れも大
切な作業でした。

食事は何をしていたの？
当時の防人たちの食事

い ち じ な 弓 い っ さ い

は､一汁一菜で､それに塩が
つくことがありました。

どんなもので
戦っていたの？

当時の武器としては､大
ほ こ

刀や弓矢､矛などがありま
した。

②
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や ま が し き く か ま ち よ な ば る き く ち し 雀 の

鞠智城は､山鹿市菊鹿町米原･菊池市木野にまた力丁る､約55haととても広い城です｡この城の当
時の様子を復元整備したのが歴史公園鞠智城です｡園内には､ガイダンス施設｢鴬散薊笙鼈｣や研

些･ラ も / し そ せ き

修施設､展望所､4棟の復元建物､3つの門礎石などがあります。

土 や 砂 で 築 い た 城 壁
で､城を守るためのもの
です。

けん し ゅ う

研修 講座などをする建物です。
し せ つ

施設

城の出入口です。
現在 ､ 深迫 ､ 堀切 ､ 池の
尾の 3 か所で見つかっ
ています、

し ん で ん

寝殿風の建物で、
くつろぎの空間です。
映像も見ることができ
ます。
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鞠 跡， ふく げん

復 された
■■■■■

兀
グ

国内の古代山城では初めて
か つ け い た て も の あ と

角形建物跡が見つかりました。
八角形とい

､柱が多く配置されている
ことから鼓の音で時を知らせ
り 、 見 張 り を し た り す る た め

｢鼓楼｣として復元しました。
1，んばl』ら

直径90 cmの芯柱を中心に､柱
が 三 重 に め く

で､高さ1 5.8m、重さ約76トンの

瓦力y屋根にふかれています｡韓国
の二聖 ( ｲ ｰ ｿ ﾝ ) 山城でも同じ建物
跡がみつかっています。

． _ ー 蕊 ’ 曇 蓉 § . ， 封 _ 哩 域 溌 謹 曹 舎 さ 蕊 藍 蕊 , 諸 ’ 校 倉 造 り
ぞ せ き た て も の あ と

鞠智城跡では､柱の土台石を並べた礎石建物跡が見つかっています。
た

荷物の菫さに耐えるつくりであり、まわりから大量の炭になった
米が見つかったことから､米をたくわえるための｢米倉｣として復元

あ ぜ く ら

しました｡長さ7.2 m､幅9.6 mの3間×4間の校倉造りの建物で､ねず
みの害を防ぐためのねずみ返しがついています。

｜灘識

は初めて八

う特別な形である

る三階建ての建物

聟城
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I

兵
全

板
倉

』』た て も の

4つの建物

■ ■ ■ ■ ■ ■-

ほ っ た . で は し ら た て も の

鞠智城跡では､建物の外側の壁の部分だけに柱がある､掘立柱建物
あ と

跡が見つかっています。
土間の床で､大きな建物であったことから､鞠智城の守りについた

防人たちが暮らすための｢兵舎｣として復元しました｡長さ26.6m ､幅
つ ち か べ と ま い た ぶ

7 . 8 mの3間×10間の建物です｡土壁､土間造りで､板葺きの屋根にな
ります｡また､突き上け､式の窓が壁に付きます。

鞠智城では､高床の掘立柱建物跡が見つかっています。
「兵舎｣の近くにあったことから､武器や武具などを置くための｢武

器庫｣として復元し､｢板倉｣と呼びました｡長さ6.9 m､幅12.0mの3間
か や ぶ

× 4間の建物で ､茅葺きの屋根と ､柱に彫ったみぞに板を落とし込む
｢落としはめ技法｣で壁がつくられました。

め技法
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平成15年度までの調査
で 7 2 棟 の 建 物 跡 が 見 つ か っ
ています。素掘りの穴に柱
を 立 て る 掘 立 柱 建 物 跡 や 土
台石の上に柱を立てる礎石
建物跡に分かれます。

ど う ぞ う ぼ さ つ り ゅ う ぞ う

銅造菩薩立像
7世紀後半 ､百済で造られたとみ

られる銅造菩薩立像｡台座に差し
ば そ

込むための柄を含めて1 2.7cmと小
7 . い 輔 つ て ん 毎

型の仏像で､頭飾り､垂髪､天衣な
どがしっかﾚﾉと表現されています。

の ぼ り が J ,

え ､登窯で焼くなど､朝鮮半島か
ら伝わった技術で焼いた須恵器

か 窯

と､窯を使わず低い温度で焼かれ
た土師器があります｡食べ物を盛
ったり、水や酒を入れたり、火に
か け た り す る と き に 用 い ま し た 。

5,300㎡の広さがある池跡
です｡建築の木材を保管する
貯木場や水くみ場の跡が見つ
かっています。

〈 わ え

土 を た が や す た め の 鍬 の 柄

や ､ 木 を切り倒したり加工した
お の た た

り する斧の柄 ､ 物を叩くための
よ こ づ る

横槌などが見つかりました｡ま
け ん ち く け た ざぃ つ ち か べ

た､建築で使う桁材や士壁の下
こ ま い し 樺 つ る

地にする｢木舞｣､縛るための蔓
などもみつかっています。

も つ か ん

木簡
税金として納めるための荷物に結びつける荷札とし

て使用されたもので､ひもをくくり付けるための切り
は た ひ と お し こ と

込みカド上の部分の左右にあります｡｢秦人忍口五斗｣と
す み

墨 ̅で書かれていました。

の き ま る が わ ら

軒丸瓦
の き さ き

建物の軒先を飾る瓦で､朝
鮮半島の様式を受け継いで
います。

は す は な

蓮 の 華 の 花 び ら を モ チ ー
た ん く ん 毎 ち よ う れ ん げ も ん

フにした単弁八葉蓮華文が
付けられています。

ち よ す い ち あ と

貯水池跡

も く せ い ひ ん

木製品
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園

＄

よ な ば る ち ょ う じ ペ ユ お お か ね

昔､米原に米原長者という大金
も す

持ち力y住んでいました。
な んぜん と う う し う ま

何千頭もの牛や馬､何千人もの
し よ う に んつ か き く ち や ま が

使用人を使い､菊池から山鹿にか
ち ょ う ぶ た つ く た う

けて三千町歩の田を作って､田植
え を - 日 で す ま せ る こ と を た い

じ ま ん

そう自'|曼にしていました。
と し は ん ぶ ん う

ところが､ある年､半分も植え
た い よ う に し

炭になった米で､火災にあった米倉の
まわりからたくさん出土しました｡炭と
な っ た た め 、 く さ る こ と も な くそ の ま ま
の形で､土の中に残りました。

- ザ 覗 宙 一 … … 一 へ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 部

:藤引窪雪晶:艦ト
篁溌職霞き火をつけそI
の灯りで田植えを終えることが

’できました。
ょ かえ て ん ば っ

しかし､太陽を呼び返した天罰
< だ よる

が下り、その夜､火の玉が出て､米
や し き く ら す べ

原長者の屋敷も倉も全てのもの
や

が焼きつくされてしまったので
す。

1その時から、日の岡山は焼けこ
は

げ､草も木も生えなくなり、長者

の罰からは今でも焼けこげたi
お米がでてくるそうです。 ｜

I

た ん か ま い

炭化米
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ひみつ⑧
お ん こ そ う せ （

温故創生館
について

鞠智城の歴史や造り
展示と映像で学べる

⑯
_｢､、

展示解説室

_し

展 示 解 説 室

④

館内案内板

展示解説室

【1F展示解説室】
「I鞠智城とは｣「Ⅱ鞠智城跡の調
査成果｣｢Ⅲ鞠智城跡の整備｣｢Ⅳ、
各地の古代山城｣といったテーマ
ごとに､パネルや写真､出土遺物、
復元模型などを使ってわかりやす
く解説しています。

q#映像解説室;D
鞠 智 城 の 見 ど こ ろ や 菊 池 川 流 域
の文化財を紹介するビデオを上
映しています。

休憩室

見晴らしバｯグﾝ1l-h-ヨョーー一一一一一 一一一一

⑫

休憩コーナー

｢2F休憩室】L - - -

.・・公園全体を眺めながらゆっくりと
休憩できるスペースがあります。
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１
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番
か ん し よ う

鞠智城を歩こう(11分間）
貯水池跡 ･堀切門跡 ･池ノ尾門

跡･土塁線など、鞠智城内の見ど
ころをあますことなく紹介して
います。

古代の森ロマンルート(15分間）

開か測鷲謹館陰豊
菊池から玉名に至る菊池川流

､’域の文化遺産や博物館などを紹
川介しています。

九州の古代山城(15分間）
大野城(福岡県）、基舜城(佐賀

県 ) ､金田城 (長崎県 )など､鞠智城
とほぼ同じ時期の古代山城を現
地で取材し、その成果を紹介して
います。

お ん こ そ う せ ぃ の ひ

温故創生之碑
鞠智城のシンボルとして平成8年度に

建てられました。

中央に防人 ､前面に防人の妻と子 ､西
＜

側に城づくりを指導したといわれる百
尼 う あ く ら い ふく り ゅ う

済の貴族｢憶礼福留｣ ､東側に八方ヶ岳に
み こ

祈りをささげる巫女､北側には伝説上の
ほ う お う

烏､鳳凰1対が立っています。

台座には万葉集からの防人の歌と鞠

智城の歴史を伝える6枚のレリーフが掲

げられています。

鞠智城イメージ
キ ャ ラ ク タ ー

ころう君

約11300年前、日本を守
るため､九州に送り込まれ
た防人とﾛ乎ばれる若き兵
士たちの物語です。

一 一 ー ー ー - ｰ ■ ■ ー ー ー ＝ ｰ ー ー - - - - - ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

名 前 ： こ ろ う 君
性 別 ： お と こ の こ
お仕事 :鞠智城の巡回薑備

・鞠智城のPR
趣 味 : 鞠 智 城 を お 散 歩

す る こ と

好きな食べ物:古代米
将来の夢:鞠智城がもっと

有名になること
住まい :鞠智城内の兵舎
チャームポイント:かわいい

笑顔

霧齢
恥～

温故創生館で鑑賞できるビデオ

諄=噂酷
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｢鞠智城物語防人たちの唄｣(30分間）

側､＃

妻鍵
i手

’

▲

岸

ぃ喧子い
■

̅ ,霧
．T 4

鎧
ノ



F

▲ 秘

だ

はたくさん勉強したね！
の山城や鞠智城のことについて
ってくれたかな？
にボｸからクイズを出すよ!！
｜ワ|⑭z l

よ
⑭1

P

昔から菊池平野一帯に
豊かな恵みをもたらし
た川の名前はなに？

ﾛ ■ ■ ﾛ ロ ■ ロ ■ ロ ■ ロ ■ ロ ■ ロ ■ ロ ■ ■ ロ ■ ■

⑭3
日本と唐･新羅が戦った、
663年の朝鮮半島にお
ける戦いの名前は？

伽1W

7世紀後半､日本を治め
ていた中央政府の名前
はな～に？

蝋

■ ロ ■ ロ ■ ロ ■ ロ ■ ロ ■ ロ ■ ■ ■ ロ ■ ロ ■ ロ ■ ■ ■

髄
も 由

⑭5
鞠智城で復元された建
物には ､鼓楼 ･米倉 ･兵
舎･板倉がありますが、
鼓楼の形は何角形でし
ょうか？

Ⅱ ■ ロ ■ ロ ■ ■ ■ ■ ロ ■ ロ ■ ロ ■ ■ ■ l ロ ■ ロ

⑭4

おつ
り’￥う提'っ

I

鞠智城は何のために造
られたと考えられてい
るでしょう？

己

1

提わ！

l ロ ■ l  l  l  i  l  l  l  l  l  l ロ ■ ’ ’ 1 ｜ ロ ■ 1  1 1

⑭G

、

一

国を守るために
東国から集められた
兵士は何と呼ばれたで
しょうか？
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MEMO質問や感じたことなどをﾒﾓしておこう!!

’
』

↓

一一 一一一

- - - - - -

一一

一̅一一口--一一一一一

一

ノ 一 ̅ 一 - - - - - - - -

一 一 - - -

- ゴ ー 一 - - - - - - -

一 一 - - -

可

- ー -

7

一 一 一 一

』

一q一---一一一一一一

’

- ̅ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 ̅ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一

一 一 一

一 一 一 一

｜

内訳

’

̅ 一 ̅ ̅ - 一 一 一 I

I

’
1

’一一一

一一一

一
一

１
１
■
Ｂ
Ｉ
Ｂ
■
９
０
１
１
１
４
１
１
０
６
１
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
５
ｂ
９
ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ

’’一

Ｉ
。
！

一一一一二一

一

一一一

一一

｜｜

』
三

一一

一一一一一一一

一

一一一

１
 
１

一一一

一一

ｌ
、
Ｅ
６
ｆ
Ｉ
ｒ

０
，

ｌ
-、



MEMO 質問や感じたことなどをメモしておこう！！
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歴史公園鞠寶城までの行きかた

山鹿市立博物館
●

山鹿潟泉

、 鹿本総合§⑮
●

鯛 § ●

鹿本中学校●

夢大地館 宮原温泉

堀切

⑬水 辺 ブ ラ ザ か も と

菊池ブﾗザ・召州需池弗所
●

●

菊池警察量菊池市メ ロ ン ド ーム

⑳ 鐸
②鱸 、

鞠

至 熊 本 市 縣 潮 至 熊 本 市 辛 牢 港

○阿蘇くまもと空港より車で約40分

○植木l.C.より車で

○菊水|｡C｡より車で

○交通センターよりバスで約60分、
ー ■ ■ ＝ ＝ ＝ ー ー ＝ ー ＝ ＝ ＝ ＝ 一 ＝ ← ̅ ー 一 再 ＝ 車 一 一 一 一 一 一

菊池プラザ下車→タクシーで 約5分

○県立装飾古墳館より車で…約20分

至南関町

”

● コ

トンカラリン

至熊本市 司
至熊本県庁

●

菊鹿繕支所協北小学校
松尾神社

③ 碁米原稗方
堀 切

●

ジョイフルエ場

菊池プラザ●
水辺プラザかもと

●

｢近隣詳細図】L
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鐸 至 相 良 ･ 矢 谷 N菊鹿総合支所●●

⑨三 あ ん ず の 丘

1
膳 ●

松 尾 神 社 城 北 小 学 校
函 ●

鹿本総合支所
●
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山鹿市

植木1.C
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お問い合わせ
熊本県立装飾古墳館分館

歴史公園鞠智城・
温故創生館

"＝画一『一一一二一一 -一一一一一一一一鵠一一一輯一一一一 qヶやい

〒861-0425熊本県山鹿市菊鹿町米原443-1

T E L / 0 9 6 8 - 4 8 - 3 1 7 8
FAX /0968 -48 -369 7
m http://kofunkanprefkumamotojp/kikuchijo/
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認定

記念スタンプを押してネ！

今日はしっかりと勉強したので
鞠智城エキスパートとして認定します。

来 園 日 平 成 年 月 日
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